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「よいことのために手を取りあおう」            RI 会長                    フランチェスコ・アレッツォ            
「未来へつなぐ 」                 RI2650 地区ガバナー             小﨑  学 
「 BE  A ROTARIAN   
      ロータリアンであり続けよう ｣  彦根南ロータリークラブ会長  樋口英彰 

  

例会場    多賀大社参集殿 
             〒522 -0341   滋賀県犬上郡多賀町多賀 

野村郁雄君  S19 年10 月 1日  
西澤清正君    S21 年10 月14 日 
田村芳宏君  S37 年10 月 5日 
清水暢彦君  S48 年10 月10 日 
永島 大君  S56 年10 月22 日 
横見友亮君  H 2年10 月 9日 
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 本日のプログラム    第2650 地区藤野ガバナー補佐スピーチ   プログラム委員会担当  
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例会タイム  
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10 月14 日プログラム  

休会 

10 月21 日プログラム  

ガバナーアドレス  

プログラム委員会担当  

インターシティーミーティング参加報告  

 R1 第2650 地区 小崎学ガバナーの開会点鐘により、インターシティーミー
ティングが開会しました。「君が代」「奉仕の理想」の斉唱で始まりました。  
 続いて、ホストクラブである大津ロータリークラブ 高橋祥二郎氏より歓迎の
ご挨拶があり、その後、河本英典パストガバナー、尾賀康弘パストガバナー・
ゼネラルリーダーをはじめ、来賓・地区役員・参加クラブの紹介が行われまし
た。  
 引き続き、小崎学ガバナーのご挨拶に続き、大津市長 佐藤健司様からご祝辞
を賜り、さらにガバナー賞の発表がありました。  
 なお、彦根南ロータリークラブもガバナー賞を受賞いたしました。記念講演
では、公益社団法人日本観光振興協会 総合研究所顧問であり、文化庁日本遺産
審査・評価委員を務められる丁野晃氏より「文化が地域の未来をつくる ～滋賀
の魅力と未来～」をテーマにご講演いただきました。  
 その後、次年度インターシティーミーティングのホスト
クラブ発表、地区大会のご案内が行われました。閉会にあ

たり、南義彦ガバナー補佐より閉会の
言葉が述べられ、続いて山本勝義 IM 実
行委員長より謝辞がありました。最後
に、小崎学ガバナーの閉会点鐘にて、
盛会のうちに幕を閉じました。参加さ
れた皆様、誠にお疲れさまでした。  

入会記念日お祝い 

会員誕生日お祝い 

創立創業記念日お祝い 

兒島裕明君    H 3年10 月01 日 
林 信弘君    R  1 年10 月15 日 
西澤 稔君  R  2 年10 月13 日 
久米康之君  R  3 年10 月12 日 
樋田崇史君  R  3 年10 月12 日 
木村匡伸君  R  5 年10 月03 日 
一丸文孝君  R  5 年10 月17 日 
西村健太郎君 R  5 年10 月17 日 

中川寛之君      10 月01日          
松宮 一君        10 月28 日 



前回例会報告 

 第2145 回例会は、 9月21 日、大津でのインターシ
ティーミーティング終了後、竹平楼にて 18 時10 分よ
り開催されました。  
 樋口会長の開会点鐘により例会が始まり、國元君
のソングリーダーのもと「それでこそロータリー」
を斉唱しました。  
 会長の時間では、インターシティーミーティング
にてガバナー受賞をいただいたことについてのお話
があり、その後、各種お祝い・出席報告・ SAA の時
間が行われ、最後に樋口会長の閉会点鐘にて例会を
閉じました。  
 引き続き、伊藤親睦委員長の司会により懇親会が
開催されました。会長挨拶に続き、樋口会長からは
「午前中に会長会議があり、インターシティーミー
ティングについては創立順にホス
トを務めることになっている。た
だし、小規模クラブは合同でとの
意見もあり、順番が多少前後する
可能性がある」とのお話がありま
した。その後、西村 SAA の乾杯で
懇親会が始まり、竹平楼自慢のお
料理を堪能しました。  
 最後は杉原副会長による一本締
めにて、和やかな雰囲気の中、楽
しい時間を締めくくりました。  

  四つのテスト ： 1 .真実かどうか  2 .みんなに公平か  3 .好意と友情を深めるか  4 .みんなのためになるかどうか  

出席報告 会員数 当日出席 Make -Up  出席率 

9月21 日 53(5)  30(1)  9 61.22 ％ 

8月26 日 54(5)  35(1)  2 74.00 ％ 

 

  

 

 

  

 【ソングリーダー】 ◎ 一丸文孝    （随時ご指名させて頂きます）      

 【会報雑誌委員会】 委員長：國元芳伸   副委員長：清水暢彦    委員：永島  大･山口太二朗    

  四つのテスト ： 1 .真実かどうか  2 .みんなに公平か  3 .好意と友情を深めるか  4 .みんなのためになるかどうか  

 第1回青少年奉仕担当者会議参加報告 

ニコニコ箱  計 30,000 円  総計 984,025 円 

◇ IM お世話になります … 西村(正)君・山脇君・  
 木村(泰)君・髙木君・上田君  
◇ IM 移動例会お世話になります。出席委員長宜しく  
 お願いします … 杉原君・北川 (嘉)君・林君  
◇ IM 久米出席委員長ご苦労様です… 橋川君 
◇ IM 親睦さんありがとうございます … 松本君 
◇ お祭奉仕の為IM 欠席させていただきました。  
 申し訳ありません … 片岡(秀)君 
◇ IM 及び例会本日も宜しくお願いします … 國元君 
◇ 皆様IM 宜しくお願いします … 久米君 
◇ IM のお世話をして頂きありがとうございます …  
 大塚君 
◇ 先日の納涼例会にご参加頂きました皆様誠にあり  
 がとうございました … 伊藤君 
◇ よろしくお願いします … 森野君 

千 玄室 様「お別れの会」  
１）日時   2025 年11 月27 日（木） 13 時～15 時 
２）会場   国立京都国際会館  
      館内会場は現場でご確認願います。  
      （京都市営地下鉄 烏丸線  
      「国際会館駅」出入口 4-2より歩 5分）  
３）主催   裏千家 

第79 回 国民スポーツ大会開会式  
(彦根総合スポーツ公園陸上競技場 )  

 下記のとおりインターアクトクラブ例会を開催い
たします。本例会は、インターアクトクラブの取り
組みを理解していただける大変良い機会でもござい
ます。つきましては、ご多用のところ誠に恐縮では
ございますが、ぜひご出席賜りますようお願い申し
上げます。  
開催日時  １０月２０日（月）１６：００～  
開催場所  彦根総合高等学校  ホールさくら  

IAC 例会開催日のお知らせ  

         青少年奉仕委員長 毛利聖紀  
  
 9月20 日2650 地区第 1回青少年奉仕
担当者会議に出席してきました。会議
では小崎学ガバナーの挨拶、地区青少
年奉仕委員長の挨拶から始まり、学院
長、あるいは担当クラブからの発表が
ありました。また、本会議におきまし

ては、積極的に参加するというガバナーの方針も
あり、約 1時間テーブルディスカッションが行われ
ました。普段接することのない各クラブの青少年
奉仕の考え方や方針を聞くことができ、非常に参
考になりました。  

 9月28 日、天皇
皇后両陛下には、
滋賀県彦根市にお
いて開催された国
民スポーツ大会総
合開会式にご臨席
賜りました。両陛
下はロイヤルボッ
クスより各都道府県選手団の入場
をご覧になり、温かい拍手をお送
りくださいました。  
 本大会は、当クラブ事業とも深
い関わりを持つものであり、地元
彦根にとっても大変意義深い行事となりました。  


